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「多角計算」、オプション 

 

   下記の機能となります。 

計算は、自動路線処理となっています。 

 

・ＡＰＡファイルの結合 

・多角・放射 

・多角・開放 

・多角・結合 

・多角・２点結合 

・多角・３点結合 

・多角・閉合 

 

 

「放射トラバース」、「杭打ち（TS）」で観測、入力した APAデータを使用してトラバース計算を行います。 

現場でトラバースのチェックが簡単にできます。 

 [観測手簿]と同様に、[多角計算]は対回データに対応しています。 

 

 

 

自動路線処理について。 

  [放射とラバース]では、器械点毎に、APAファイルが作成されます。 

  観測の順番は、路線の順番では無い場合もあります。 

  また、同じ器械のデータを結合計算に使用したり開放計算に使用したりできます。 

  路線を変更して別ルートで計算し、観測データをチェックできます。 

  下記のサンプルデータの図を参照してください。 

 

  Android版では、 ＣＥ、ＰＣ版にある、路線の分岐の選択機能がありません。 

 Android のプログラムで、この分岐の選択処理が難しい為です。 

そこで、「ＡＰＡファイルの結合」という機能を追加しました。 
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「トラ・杭打ち」のメニューから選択します。 

[良く使う]メニューにもあります。 

 



 3 

１、ＡＰＡファイルの結合 

 

放射トラバースでは、器械点毎に、APAファイルが作成されていますので 

この APAファイルを選択して結合し、路線となる APAファイルを作成します。 

作成した、APAファイルは、ＰＣのソフトで計算する場合も有効です。 

 

起動すると、現場内のＡＰＡファイルの一覧が表示されます。 

 

・後視観測しかしていないデータは、表示されません。 

・APAのファイル名、観測日、視準点数が表示されます。 
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作成する、路線の名称を入力します。 

 

左の、リストをタップすると、右のリストに順番に追加されます。 

 

選択したリストから、削除する場合は右のリストでタップすると 

削除されます。 

 

１路線の中で同じ、APAファイルを選択する事はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、 

302、T-1、T-2、T-4、T-5、303 と選択し 

“R1”の名称で、APAファイルを作成しました。 

 

「ＯＫ」ボタンを押すと、APAファイルを作成し 

元の画面に戻ります。 
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もう一度、「ＡＰＡファイルの結合」を起動し、 

 

“R2”という名称で、路線を作成しました。 

 

302、T-1、T-2、T-3、303 と選択しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、”R1”と”R2”という名称で、APAファイルが 

作成されています。 

 

点数が、２０点になっていますね。 
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２、計算条件 

 

計算の為の条件が１個有ります。 

「多角・その他」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜――― 放射点の計算に使用する方向角を 

選択します。 

座標逆算の方向角か、観測の方向角かの 

選択です。 
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この縮尺補正、投影補正計算の条件が有効です。 
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３、 多角・結合 

結合トラバース計算を、自動路線機能を使用して行います。 

   計算後、座標の登録、トラバース計算書の表示、保存ができます。 

「多角・結合」を選択します。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リスト」ボタンを押すと、現場内の APAファイルが表示されます。 

先ほど、作成した、”R1”を選択します。 
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“路線”の項目に、“Ｒ１”（APAのファイル名）と表示さてます。 

 

始点と、後視に、APAファイルの先頭のデータから 

情報が、セットされます。 

 

予め、 始点、後視点、終点、前視点の座標が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与点の、終点、前視点を、タップして指示します。 
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「計算」ボタンを押します。 

 

画面の様に、精度、誤差が表示されます。 

 

“計算書を表示しますか。”で、“はい”を選択すると 

トラバースの計算書を表示します。 

 

“いいえ”を選択すると、元の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“いいえ”を選択した画面です。 

 

トラバースの路線として計算され、結線、プロット表示されます。 

 

拡大、縮小、移動表示ができます。 
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「放射」のチェックを外して、再度計算してみました。 

この場合は、放射点は計算しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算書を表示してみます。 

計算条件で、補正計算を有りにした場合は、距離の名称が 

“水平距離”ではなく、“平面距離”になります 
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 予め、「APAファイル結合」で、路線を作成してあるので、 

簡単ですね。 

次に、“R2”も、計算してみます。 

 

 

「リスト」ボタンで、”R2”を選択。 

「計算」ボタンを押す。 
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「登録」ボタンを押すと、計算した座標を、座標点として 

登録します。 

 

計算書を表示すると、テキストファイルとして計算書が 

保存されています。 

 

“R1_結合_TRV.txt” の様な名称のファイルになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくあるケースでは、与点に正しい標高を入力しなおして、 

再計算する場合にも使用できます。 
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“R1”のデータを使用して、逆方向から計算してみます。 

 

 

先ほどとは、始点、後視、終点、前視の指定が 

逆になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 16 

 

 

 

 

 

 

この様な、計算ができる為には両観測の 

データが必要です。 

 

但し、現在、A-Surveyでは、鉛直角補正計算は 

行なっておりません。 

 

距離の計算過程の、ファイルが CSVファイルとして 

保存されています。 

“R1_結合.csv” の様な名称のファイルになります。 

計算条件で、補正計算を有りにした場合など 

補正係数、過程がわかります。 
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「多角・結合」にて、始点、終点を相互に視準した結合計算 

始点、終点を相互に視準した結合路線自動路線作成機能。 

ホームページの「ダウンロード」にサンプル現場データ（結合相互）があります。 

参照してください。 

 

 

 

   

 始点、8.6K と終点、8.4K が相互に後視、前視として使用し

ています。 

    

 

 

 

                    

                  

APA を選択すると、始点と後視は 

自動で、入力されます。 

終点と前視点を指示してください。 
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４、 多角・２点結合 

 

２点結合トラバース計算を、自動路線機能を使用して行います。 

   計算後、座標の登録、トラバース計算書を保存できます。 

 

    ２点結合トラバースでは、既知点は始点と終点の２点だけです。 

   角度の測定誤差は無いものとして、座標の補正計算のみを行います。    

 

   操作手順は、結合トラバースと同じです。 

 

      

 

 始点と終点の２点を指示します。 

 「放射点」の有り無しを指定できます。 
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始点は、APAファイルから自動でセットされます。 

終点を指示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計算」ボタンで計算します。 
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始点と終点を入れ替えて、計算してみます。 

 

両方向の観測データが必要です。 

A- Surveyは、高度角補正を行なっていません。
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“R2”を使用して、計算してみました。 
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４．１ ２点結合トラバースの観測について。 

  

     ２点結合トラバースでは、始点３０２での観測は本来必要がありません。 

 （３０２に器械を据える必要が無い。） 

 ３０２とＴ－１間の距離があればＯＫです。 

しかしながら、観測データとしては３０２のデータが無いと処理ができません。 

そこで、現場では下記のように処理してください。 

 

「野帳観測・入力」にて 

・ Ｔ－１に器械を据える 

・ 器械点名を３０２とする 

・ 後視点名を適当に入力し、観測モードをＨまたはＨＶにして 

適当な方向で観測、登録します。 

・ 次に、視準点名をＴ－１に変更し 

３０２を視準して観測登録します。 

これで、３０２からＴ－１への観測データができました。（距離が必要で水平角は 

計算に使用されません。） 

・ 器械点名を Ｔ－１に変更し、視準点名を３０２にして本来の観測を 

行います。 

     この手順であれば、３０２に器械を据える必要がありません。 

     ３０２に器械を据える必要がある場合は、通常の観測をしてください。 
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５、多角・３点結合 

 

「ﾘｽﾄ」ボタンで、APA ファイルを選択。 

 始点、後視点が自動入力されるので、確認。 

 終点をプロット画面から、選択。 

 

 

終点での、ＡＰＡの器械点データが必要です。 
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放射点、有りで計算。 

 

 

器械点からの放射点座標を計算時の方向角は 

「多角・その他」の条件に従います。 
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６、 多角・閉合 

閉合トラバース計算を、自動路線機能を使用して行います。 

   計算後、座標の登録、トラバース計算書を保存できます。 

   操作手順は、結合トラバースと同じです。 

 

   現場での観測手順を説明します。 
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与点は、３０１と３０２です。 

器械を３０２に据えて観測するデータを説明します。 

 

器械点  視準点 

３０２    ３０１    0-0-0     ―― 後視観測 0-0-0 に合わせる必要はありません。 

３０２    Ａ－3   74-54-40  ―― 終点を観測 

３０２    Ａ－１   165-23-40 ―― 次の器械点を観測、放射点は自由に何時でも観測できます。 

 

器械点３０２での、内角（90-29-00）は Ａ－3 とＡ－１の水平角よりソフトが自動で計算しますので 

測定する必要はありません。 

※磁北を後視として閉合トラバース測定方法。 

  301 と 302 の座標を予め入力します。302(100,100)、301(200,100) 

  「野帳観測・入力」にて磁北を視準して、距離なし(HV)で測定します。 

  A-3、A-1、及び放射点を観測(HVS)します。 

  器械を A-1 に移して順次観測します。A-3 から 302 を観測して閉合観測が終了です。 

[多角・閉合]にて自動路線機能で計算します。 
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「リスト」ボタンで、APAファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始点と後視点、終点を指示します。 

 

終点は、新点です。 

 

「放射点」の有り無しを指定できます。 

器械点からの放射点座標を計算時の方向角は 

「多角・その他」の条件に従います。 
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路線が作成されると、精度を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線形状を表示します。 
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７、 多角・開放 

 

開放トラバース計算を、自動路線機能を使用して行います。 

計算後、座標の登録、トラバース計算書を保存できます。 

 

 操作手順は、結合トラバースと同じです。 

 

              

     

 器械点と後視点２点を指示します。  

 

 「放射点」の有り無しを指定できます。   
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路線を正常に作成できました。 

開放路線の形状を表示します。 

「放射点」あり。 

器械点からの放射点座標を計算時の方向角は 

「多角・その他」の条件に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「放射点」なし。 
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８、 多角・放射 

 

放射トラバース計算を行います。 

計算後、座標の登録、トラバース計算書を保存できます。 

 

 

始点と終点の２点を指示します。  

 

このデータは、現場「多角２」を使用しています。 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リスト」ボタンで、APAファイルを選択します。 
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器械点と後視点２点を指示します。  

初期値は、ＡＰＡファイルからセットされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算書を確認できます。 
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計算結果をプロット表示します。 
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９、おさらい。 

   ちょっと、説明書に疲れてきました。 

  読んでいる方も、同じかと思います。 

 最後に、おさらいです。 

 現場[多角２]を使用して、「APAファイル結合」から、「多角・開放」計算を行います。 

既に、理解されている方は、読み飛ばしてください。 

 

 

「APAファイル結合」を起動し 

 

３つの APAファイルから１個の APAファイルを 

作成します。 

 

名称を、”T1-T4”としました。 

 

左の、リストから選択すると、右のリストに追加されます。 

 

[OK]ボタンで、新しく APAファイルを作成し 

元に、戻ります。 
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「多角・開放」を選択。 

 

「リスト」ボタンで、先ほど作成した APAファイル“T1-T4”を 

選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始点が、APAファイルから、表示されます。 

「計算」ボタンを押します。 
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「登録」ボタンを押すと、計算した座標を、座標点として 

登録します。 
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１０、 多角計算の計算桁 

  

 トラバース計算時の計算桁を説明します。 

  

方向角  ：  始点と後視点座標から方向角を計算します。 

         結果の方向角を１秒で丸めています。 

             同様に、終点から前視点への方向角も１秒で丸めています。 

             新点の方向角も１秒単位となります。 

 

     座標計算 ： 座標計算は、丸めていません。 

              結果座標及び、途中の計算過程においても 

              フル桁で計算しています。 

              よって、トラバース計算書を手計算した値とは 

              異なります。   

 

 


